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Bioscience, Biotechnology, and 
Biochemistry について

• 月刊の英文論文誌
– 毎月約2,500部の発行部数

– 国内外からの投稿を受付

– 毎号、４０編程度の査読済み論文を掲載

– 国際的にも高評価

• 研究分野
– 動物、植物、微生物の生命現象、これらの生物が生産す
るものの構造と機能、その他関連する事柄の基礎から応
用まで

• 掲載論文
– 主に化学的な考えに立ち、化学的手法を用いて研究され
た論文、総説を掲載



• 年間投稿論文数 727編（うち海外から 196編）

• 年間掲載論文数 481編（うち海外から 64編）

• 年間掲載頁数 3160頁
• ＩＦ 1.256
• 年間依頼査読者数 延べ 1490人（ほぼ日本人）

• 2007年より外国人編集委員約10名が加わった

• 今後、外国人査読者も大幅に増加する予定

Bioscience, Biotechnology, and 
Biochemistry データ



英文誌（BBB誌）の電子化

• 冊子の発行とほぼ同時にJ-STAGEで全文
PDFを無料公開

– 2002年から公開開始

– PDFダウンロード数は月間50,000件超

• J-STAGEの投稿審査システムの利用

– 国際化と論文の質の向上を一層推進

– 2003年から検討開始

– 2005年6月から本運用開始



電子投稿審査システムの
導入および移行の経緯

導入要件

• 現状の投稿、審査、査読の工程をほぼ実装し
つつ電子化のメリットがある

• 査読報告等に日本語が使える

• 投稿からオンライン公開までの期間を短縮で
きる



J-STAGEを選択

• 日本語が扱える

• 他学会でも導入の実績がある
– 日本化学会、日本薬理学会

• 日本発のシステムである

• 投稿から公開までシステムが用意されていて、早期公開など
で公開までの期間短縮できる

• J-STAGE 開発・導入スタッフと頻繁な打合せを持ち、必要な
機能や使い勝手について助言をもらえる



BBB誌の審査体制

• 責任編集制

– 担当編集委員が査読依頼から採否決定までの
権限を持つ

– 編集委員は、約40名
– 編集委員の任期は2年

• 毎年10～20名の交代

• 各編集委員の負担を軽減するため、効率化できるも
の以外は、フローの変更は避けた



システム利用上のポイント
• 投稿原稿はPDFファイルをアップロード

– いろいろな環境でも閲覧可能なように

• 投稿や査読の処理履歴を参照可能
– 原稿は版ごとにすべて残る

– 査読や審査のコメントがすべて残る

– 投稿者からの回答がすべて残る

• 画面は英語版をベースに作成(画面のボタンは英語)
– 海外からの問合せにも同じ用語で対応できるように

– 日本人の編集委員、査読者には日本語のコメントも入力可
能とする



BBB誌の電子投稿審査フロー
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投稿画面イメージ



事務局画面のイメージ



編集委員画面のイメージ



電子化前

電子化後

査読票の画面イメージ



効率化された作業

1. 郵送の手間
→ 送付準備の手間、封筒代、切手代
→ 投稿者はカラー印刷等の手間

2. 督促監視

3. 編集委員の負荷チェックと依頼業務

4. 月毎の依頼査読者リストの作成が不要

5. 採否結果通知の事務局発送業務の軽減

6. 印刷会社への掲載用原稿データの受渡し（オンラ
インで済む）



新たに追加された作業

1. 開始後1ヶ月に送付された郵送投稿は、事務局で
PDFを作成し、代理で電子投稿
→ほとんどの投稿者は電子メールを使えるため、
その後の審査査読の工程が電子化できるメリット
を活かす（修正原稿、採択原稿の提出）

2. 英文校閲結果の電子化（紙⇒ＰＤＦ）
→英文校閲結果を投稿者に電子ファイルで
受け渡し

→郵送期間が省け、掲載までの期間短縮
3. 新任の編集委員向け研修

→本運用の環境とは別の環境で試行
（期間は2週間程度）



事務局スキルの変化

• コンピュータの知識が必要
– HTML（投稿票、特に実体参照文字）

– 各種アプリケーションに関する知識（特にＰＤＦ—
フォントの埋め込み・ファイルの結合）

– 運用開始当初は事務局の担当者が作業に慣れるまでに
苦労があった

• 投稿者や査読者からの問合せ
– J-STAGE投稿審査システムについて

(マニュアルの搭載で問い合わせが減った）

– 投稿ファイルの作り方

– インターネット環境に関するものまで多岐



電子化による変化
• 郵送投稿が大幅に減少

– 開始後1年6ヶ月で郵送投稿は皆無

– 郵送投稿の場合は、投稿者に電子投稿を依頼

• 投稿～採択までの期間短縮
– 平均78日から60日へ、約18日も短縮

– 事務局や編集委員長での滞留を排除

– 電子化により責任編集制の特長が一層発揮

• 投稿数の増加
– 2004年から2005年で85報（約14%）増加

– 2007年8月末では前年比約17％増

– 海外からの投稿数が増加
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審査に要した日数

（採択原稿数）
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2006年6月から試行的に、

10月から本運用開始

– 初校原稿（校正刷り）を利
用して早期公開

– 冊子版の発行よりも３週間
程度短縮して公開

– 早期公開の希望は、投稿
票で入力

早期公開の導入



電子付録の搭載

2005年10号に

電子付録第1号搭載

2005年
1編 1ファイル

2006年
1編 1ファイル

2007年
5編 9ファイル



まとめ

• 投稿～掲載までの期間を短縮できた

• 事務局に求められるスキルが変化し、対応で
きた

• 投稿数の増加傾向が見えた

• 郵送料などのコストを削減できた



今後の課題
• 一層の期間短縮

– 審査期間

– 投稿から公開まで

• 機能追加
– 英文校閲の電子化

– 投稿者がアップロードしたファイルの品質チェック

– 投稿者や査読者の利便性を高めるような機能

• その他
– 継続的なマニュアルの整備

– 電子付録のあり方の検討（アップロード、評価）


